






その他のタイトル Tanka Cycle as narrative : A Study of Tawara





























































































































































[1 J[2J[3J[ 11 J[14J[ 16J[ 19 J[2 0][2 2J[2 3J[26J 
代 君
[30J[34J[39J[ 40J[ 43J[ 44J[ 45J[50J (19) 
名 正仁三3 [4J[12J[25J[29J[36][ 43J[ 46J (7) 
我 [10J、[21]、 [22J (3) 
詞
あなた [ 42)、[46) (2) 
人 [28J、[31]、 [32J、[35J、[36J (5) 
普 女 [20J 
通
男 [44J、[47J、[48J (3) 
名
詞 オクサン [29J 
友 [15J 
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類義語 fわ」と「あj との使用状況をみると、上代の万葉集では「あJ95 
例に対して「わJ147例、中古の古今和歌集では「わ」だけで「あj はみられ
ず、「源氏物語」では「わJ500例に対して「あj はち例で、すべて fあがj と
いう形である。「あ」は上代に栄えたが中古にはほぼ消滅した。また、万葉集

































































































































































































































l 以下テキストの引用は俵万智『サラダ記念日A (河出書房新社、 1989年)による。
2 佐々木幸網編『鑑賞日本近代文学32 現代短歌』角川書底、 1983年、 P32







7 北原保雄 F日本語の使い方考え方辞典J岩波書活、 2003年、 P313
8 日本大辞典刊行会『日本国語大辞典 第四巻』小学館、 1972年、 P264











18大岡信『日本語の世界11 詩の日本語』中央公論社、 1980年、 P55
19 ~無縁の持情』雁書底、 1980年
20 r佐々木幸綿との対談j俵万智対談集『魔法の杖』河出書房新社、 1987年、 P34、P42
21佐々木幸綱 f践JWサラダ記念日』部出書房新社、 1989年、 P185
22岡井隆「主題制作と連作JW現代短歌入門』大和書房、 1969年、 P119
23注20参照せよ。
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